


報 告 書 抄 録

ふ り が な いっぱんこくどう２３ごうちゅうせいどうろ（７こうく）けんせつじぎょうにともなう もりがつぼいせき はっくつちょうさほうこく

書 名 一般国道23号中勢道路（７工区）建設事業に伴う 森ヶ坪遺跡発掘調査報告

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名 三重県埋蔵文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 １１５ ３４

編 著 者 名 本堂弘之、長谷川哲也、原田恵理子

編 集 機 関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515 0325 三重県多気郡明和町竹川503 TEL0596(52)1732

発 行 年 月 日 西暦2018年 2月 28日

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド 北 緯
゜’”

東 経
゜’”

調査期間
調査面積
㎡

調査原因
市町村 遺跡番号

森
もり

ヶ
が

坪
つぼ

遺
い

跡
せき

三
み

重
え

県
けん

鈴
すず

鹿
か

市
し

御薗町
みそのちょう

・

越知町
おうちちょう

207 1167

34゚

49’

25”

136゚

31’

51”

１次:2012.８.20

～2012.10.29
2,320

一般国道23号

中勢道路

建設事業

２次:2013.５.24

～2014.２.13
6,897

３次:2014.６.５

～2014.７.29
325

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

森ヶ坪遺跡 遺物散布地

縄文

弥生

古墳

飛鳥

中世

溝14条・井堰・

井泉等

縄文土器・弥生土器・土

師器・須恵器・木製品等
遺物総重量117.72㎏

要 約

中ノ川中流域右岸の沖積地に立地する森ヶ坪遺跡では、縄文時代中期から中世までの遺構・

遺物を確認した。主体となるのは、弥生時代と古墳時代である。弥生時代の遺構には溝８条、

井堰、井泉の周囲を溝で囲んだ空閑地があり、弥生時代から古墳時代前期に乱流していた溝か

らは杭や木製農具、土器等が大量に出土した。
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報 告 書 抄 録

ふ り が な こやしろいせき（だいに・さん・よじ）はっくつちょうさほうこく

書 名 小社遺跡（第２・３・４次）発掘調査報告

副 書 名 鈴鹿市小社町所在

巻 次

シ リ ー ズ 名

シリーズ番号 ３２３－１２

編 著 者 名 服部芳人・萩原義彦

編 集 機 関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515-0325 三重県多気郡明和町竹川503 ℡ 0596-52-1732

発 行 年 月 日 西暦2018年２月28日

ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コード 北緯

°′″

東経

°′″
調査期間

調査面積
（㎡）

調査原因
市町村 遺跡番号

小社
こやしろ

遺跡
い せき

（第

２・３・４次）

三
み

重
え

県
けん

鈴
すず

鹿
か

市
し

小社町
こやしろちょう 24207 1153

34°

57′

８″

136°

27′

10″

第２次

2012/10/19～

2013/２/５

第３次

2014/４/18～

2014/８/12

第４次

2016/１/12～

2016/２/４

第２次

1,573㎡

第３次

2,073㎡

第４次

362㎡

総面積

4,008㎡

近畿自動車道

名古屋神戸線

（四日市JCT～

亀山西JCT）

建設事業

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

小社遺跡（第

２・３・４次）
集落跡

室町時代～

江戸時代

掘立柱建物・土坑・

溝・井戸

弥生土器・陶器椀

（山茶椀）・中北勢系

土師器・陶器・磁器

要

旨

小社遺跡では、室町時代～江戸時代の屋敷地及び掘立柱建物・溝・土坑・井戸を検出した。これらの遺構は、

いくつかの溝で囲まれた中で確認されたため、複数の屋敷地があるものと思われる。



報 告 書 抄 録

ふ り が な こくえいしせつきのうほぜんじぎょうちゅうせいようすいちくにともなう はやしかみしんでんいせき はっくつちょうさほうこく

書 名 国営施設機能保全事業「中勢用水地区」に伴う 林上新田遺跡発掘調査報告

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名 三重県埋蔵文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 ３７４

編 著 者 名 長谷川哲也、原田恵理子

編 集 機 関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515－0325 三重県多気郡明和町竹川503 TEL 0596 (52) 1732

発 行 年 月 日 西暦2017年12月15日

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド 北 緯
゜’”

東 経
゜’”

調査期間
調査面積
㎡

調査原因
調査原因 市町村

林上
はやしかみ

新
しん

田
でん

遺
い

跡
せき 三

み

重
え

県
けん

津
つ

市
し

芸
げい

濃
のう

町
ちょう

林
はやし

201 d25

34゜

49’

34”

136゜

24’

56”

１次：2014.1.22 18
国営施設機能

保全事業

「中勢用水地区」２次：2017.7.20

～2017.7.31
146

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

林上新田遺跡 遺物散布地 近世 溝 土坑 ピット 土師器、陶器、磁器、瓦

要 約

林上新田遺跡は、安濃川中流域左岸の段丘上に立地する。石器の散布がみられ、縄文時代の

遺跡として周知されている。

今回、北端部分を調査した結果、溝１条、土坑５基、柱穴とみられるピットを検出した。し

かし、削平によって遺存度は良くなく、出土遺物も僅少であったため、いずれの遺構も時期を

特定するには至らなかった。



－ 132 －
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ふ り が な やなせいせき（だい３じ）はっくつちょうさほうこく

書 名 梁瀬遺跡（第３次）発掘調査報告

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名 三重県埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 ３７６

編 著 者 名 水谷侃司

編 集 機 関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515-0325 三重県多気郡明和町竹川503 ℡ 0596-52-1732

発 行 年 月 日 2018(平成30)年２月28日

ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コード
北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

梁
やな

瀬
せ

遺
い

跡
せき

三
み

重
え

県
けん

津
つ

市
し

野
の

田
だ

201 848

34度

71分

50秒

136度

47分

03秒

2017/1/16

～

2017/1/17

110㎡

高度水利機能

確保基盤整備

事業（野田地区）

所収遺跡名 種 別 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

梁瀬遺跡 集落跡 中世 土坑・自然流路 灰釉陶器・山茶椀

要

約

梁瀬遺跡は、津市野田のおごえ川によって形成された沖積地に位置する。主な遺構は、土坑や溝、おごえ

川の旧流路か支流と考えられる自然流路が確認された。遺物の数量はごくわずかであるが、灰釉陶器と山

茶椀が出土している。梁瀬遺跡は、ベースとなる層が旧流路の位置で最も低く、土坑や柱穴の位置で高く

なっていることから、微高地上に集落が形成されたものと考えられる。
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ふ り が な ほりまちいせき（だい６・７じ）はっくつちょうさほうこく

書 名 堀町遺跡（第６・７次）発掘調査報告

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名 三重県埋蔵文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 ３７８

編 著 者 名 石井智大、小原雄也

編 集 機 関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515 0325 三重県多気郡明和町竹川503 TEL0596(52)1732

発 行 年 月 日 2018(平成30)年３月16日

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド
北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

堀町遺跡
ほりまちいせき

松阪市朝田町
まつさかしあさだちょう

204 ａ646

34度

34分

16秒

136度

33分

58秒

20130510～

20140212

（第６次）

5,463㎡

平成25年度高度水

利機能確保基盤整

備事業（朝見上地

区）

20140917～

20150120

（第７次）

720㎡

平成26年度経営体

育成基盤整備事業

（朝見上地区）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

堀町遺跡 集落跡 縄文～江戸

掘立柱建物・井戸・

土坑・溝・自然流

路

土器・陶磁器・石

製品・金属製品・

木製品

要

約

堀町遺跡は櫛田川左岸の低地に位置する。今回の調査では、縄文時代から近世の遺構・遺物が確認された。

第６次調査６・７区の下層では縄文時代中期末の遺物が集中的に確認され、竪穴建物の可能性もある落ち

込みも検出された。第６次調査４区では縄文時代後期の土器も出土している。縄文時代に、低地の微高地上

において活発な人間活動が行われていたことが判明したことは、今回の調査成果として特筆される。

飛鳥時代や奈良時代の遺構は希薄であるが、第５次調査と同様に、平安時代から室町時代にかけての井戸

や溝などが多数検出され、多くの遺物が出土した。特に、平安時代の墨書土器が多く出土したことは、遺跡

の性格を考える上で注目される。

また、今回の調査区は、現在の朝田集落の北縁部にあたり、朝田集落の前身である近世朝田村に関わると

思われる近世の遺構・遺物も多く確認できた。二次的に被熱した陶磁器類が多く投棄された土坑もあり、江

戸時代後期に集落内で火災が発生したことが窺われる。
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ふ り が な へいせい24～27ねんどこうどすいりきのうかくほきばんせいびじぎょう（いずえちく）まいぞうぶんかざいはっくつちょうさほうこく

書 名 平成24～27年度高度水利機能確保基盤整備事業（出江地区）埋蔵文化財発掘調査報告

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名 三重県埋蔵文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 ３７９

編 著 者 名 渡辺和仁、小原雄也

編 集 機 関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515 0325 三重県多気郡明和町竹川503 TEL0596(52)1732

発 行 年 月 日 2018(平成30)年３月９日

ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド
北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

梅
うめ

ヶ
が

瀬
せ

遺
い

跡
せき

多
た

気
き

郡
ぐん

多
た

気
き

町
ちょう

下
しも

出
いず

江
え

441b 101

34度

28分

44秒

136度

28分

34秒

20130306

～

20130312

24.0㎡

高度水利機能

確保基盤整備

事業

（出江地区）

屋
や

瀬
せ

Ａ
えー

遺
い

跡
せき

多
た

気
き

郡
ぐん

多
た

気
き

町
ちょう

下
しも

出
いず

江
え

441b 102

34度

28分

40秒

136度

28分

35秒

20130306

～

20130312

24.0㎡

高度水利機能

確保基盤整備

事業

(出江地区)

屋
や

瀬
せ

Ｂ
びー

遺
い

跡
せき

多
た

気
き

郡
ぐん

多
た

気
き

町
ちょう

下
しも

出
いず

江
え

441b 103

34度

28分

36秒

136度

28分

24秒

20140917

～

20141226

584.2㎡

高度水利機能

確保基盤整備

事業

(出江地区)

下
しも

田
だ

遺
い

跡
せき

多
た

気
き

郡
ぐん

多
た

気
き

町
ちょう

下
しも

出
いず

江
え

441b 106

34度

28分

28秒

136度

28分

34秒

20140917

～

20141226

647.0㎡

高度水利機能

確保基盤整備

事業

（出江地区）

中
なか

切
ぎり

遺
い

跡
せき

多
た

気
き

郡
ぐん

多
た

気
き

町
ちょう

下
しも

出
いず

江
え

441b 95

34度

27分

53秒

136度

28分

10秒

20150918

～

20160122

211.1㎡

高度水利機能

確保基盤整備

事業

（出江地区）

新
しん

神
かみ

馬
ばん

場
ば

遺
い

跡
せき

多
た

気
き

郡
ぐん

多
た

気
き

町
ちょう

下
しも

出
いず

江
え

441b 96

34度

27分

55秒

136度

27分

59秒

20150918

～

20160122

206.9㎡

高度水利機能

確保基盤整備

事業

(出江地区)

山
やま

見
み

遺
い

跡
せき

多
た

気
き

郡
ぐん

多
た

気
き

町
ちょう

下
しも

出
いず

江
え

441b 104

34度

28分

7秒

136度

28分

10秒

20150918

～

20160122

779.1㎡

高度水利機能

確保基盤整備

事業

（出江地区）
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

梅ヶ瀬遺跡 集落跡 なし なし 範囲確認調査

屋瀬Ａ遺跡 集落跡 なし なし 範囲確認調査

屋瀬Ｂ遺跡 集落跡 江戸 土坑・溝 土師器・陶磁器

下田遺跡 集落跡 室町～江戸 溝・道路
土師器・陶磁器・

土錘・鉄滓
波板状の凹凸痕跡を検出

中切遺跡 集落跡 江戸
土坑・井戸・

溝
土師器・陶磁器

新神馬場遺跡 集落跡 鎌倉～室町
掘立柱建物・

土坑・溝

土師器・陶器・土錘・

鉄製品
南東隅土坑を検出

山見遺跡 集落跡
平安時代末

～鎌倉

掘立柱建物・

土坑・溝

縄文土器・石器・

土師器・陶器・土錘・

鉄製品・鉄滓

南東隅土坑を検出

磨製石斧が出土

要 約

屋瀬Ｂ遺跡（第２次）では、時期不明の溝と土坑を確認した。

下田遺跡（第１次）では、複数の溝と道路１条を確認した。道路の路面と考えられる部分で

は凹凸痕跡（いわゆる波板状の凹凸痕跡）を検出した。これらの遺構は、出土遺物が限定的で

あるため、不明なものも多いが、室町～江戸時代（15世紀前半以降）と考えられる。

中切遺跡（第１次）では、土坑・井戸などを確認した。瀬戸美濃産の陶器、肥前産の磁器を

はじめ、江戸時代後半（18世紀中頃～19世紀前半）の遺物が出土した。これらの遺構は「伊勢

国飯高郡下出江村全図」にある宅地の状況とおおよそ符合することが明らかとなった。

新神馬場遺跡（第４次）では、掘立柱建物や土坑・溝などを確認した。掘立柱建物内部の南

東隅では土坑（いわゆる南東隅土坑）を検出した。南伊勢系土師器や山茶碗、土錘、鉄釘、板

状鉄製品をはじめ、鎌倉時代後半～室町時代（13世紀中頃～15世紀前半）の遺物が出土した。

山見遺跡（第１次）では、掘立柱建物や溝・土坑などを確認した。掘立柱建物には新神馬場

遺跡（第４次）と同様に建物内の南東隅で土坑１基を検出した。南東隅土坑からは、通常の土

師器のほか、ロクロ土師器や山茶碗、土錘、鉄製の鑿、鉄滓など平安時代末（12世紀後半）の

遺物が多く出土し、土坑内に廃棄された状況が明らかになった。そのほか、縄文時代後期と考

えられる縄文土器の深鉢の破片や磨製の両刃石斧が出土し、近隣に縄文時代の遺構が存在する

可能性が推測できる成果となった。

また、山見遺跡（第１次）から出土した鉄滓については、鉄成分の分析調査を行い、鍛造鉄

製品を加工した際のものであることが明らかとなった。





－ 16 －

ふりがな

書 名

副 書 名

巻 次

シリ－ズ名

シリ－ズ番号

編著者名

編集機関

所 在 地

発行年月日

ふ り が な 調査面積

所収遺跡名 ㎡

° °
′ ′
″ ″

34 ° 136 °
56 ′ 27 ′
57 ″ 10 ″

所収遺跡名 特記事項

鈴山遺跡

折子遺跡

高ノ瀬遺跡

釜垣内遺跡

近畿自動車道名
古屋神戸線（四
日市J C T～亀山
西J C T）

おりこいせき

折子遺跡
すずかしやまもとちょう

鈴鹿市山本町 24207 1343

20160607
～20160927

たかのせいせき

高ノ瀬遺跡
すずかしやまもとちょう

鈴鹿市山本町

34
57
41

°
′
″

24207 1342
°
′
″

第３次調査
1,563

°
′
″

35
1

28

調査期間
所 在 地 遺跡番号

調査原因
市町村

報 告 書 抄 録

コード

近畿自動車道名古屋神戸線（四日市JCT～亀山西JCT）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報Ⅶ

〒515－0325  三重県多気郡明和町竹川503 ＴＥＬ 0596-52-1732

きんきじどうしゃどうなごやこうべせん（よっかいちじゃんくしょんからかめやまにしじゃんくしょん）けんせつじぎょうにともなうまいぞうぶんかざいはっくつちょうさがいほう なな

三重県埋蔵文化財センター

西暦2017（平成29）年９月

ふ り が な
北緯 東経

Ⅶ

服部芳人・泉 賢治・西脇智広・村上 央

近畿自動車道名古屋神戸線（四日市JCT～亀山西JCT）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報

包蔵地

種  別

集落跡
竪穴住居・陥し穴
（中

鎌倉～ なし

期）
縄文土器（中期)・
石器（石鏃・石錘など）

縄文

主な遺物主な時代 主な遺構

包蔵地 鎌倉～ なし

なし

なし

【釜垣内遺跡】 鈴鹿市小岐須町、御幣川と鍋川に挟まれた扇状地上にある遺跡である。平成24年に実施した第２次
調査では中世の溝に囲まれた建物群が確認された。中世の溝であるＳＤ１が調査区の西側に伸びることが推測された
ため、今回、工事立会を実施した。表土からの深さが約90㎝で、検出面下に及んだが、水道管工事や道路舗装に伴う
攪乱溝を多数確認したにとどまり、遺物も出土しなかった。

要約

なし なし
縄文・奈良・
平安・中世

集落跡

【高ノ瀬遺跡】 平成24・26年度の一次調査では、土師器甕片や灰釉陶器片が出土したが、安定した遺構面は無く、
遺構は確認していない。また、平成27年度の一次調査でも、遺構も遺物も検出されなかった。今回の調査は、幅2.5ｍ
の調査坑を３本（Ｔ42～Ｔ44）設定して行った。表土及び黒色土の下の一部で粘質土層を確認したが、それより下は
粘質土と礫層が互層をなし、安定した検出面は確認されず、遺構は検出されなかった。遺物も出土しなかった。

【折子遺跡】 平成24年度の一次調査では、全ての調査坑(Ｔ１～Ｔ６)においてピットを検出したが、形状と埋土の
状況から、根などの撹乱と判断した。また、遺物は出土しなかった。今回の調査は、平成24年度の調査範囲の北側と
東側に幅2.5ｍの調査坑を５本（Ｔ７～Ｔ11）設定して行った。検出面は、黄褐色土を主体とした地山面であり、深度
は35cm～105cmであった。Ｔ10・Ｔ11の調査坑から、現代の溝を確認したにとどまり、遺物も出土しなかった。

【鈴山遺跡】 三滝川上流北岸の音羽集落南側にある縄文時代の遺跡である。今回の第３次調査では、竪穴住居５棟
と、陥し穴２基を確認した。なお、竪穴住居のうち１棟は、石囲い炉を有しており、北勢地域における縄文時代中期
の状況を知る上で重要である。遺物は、縄文時代中期の土器片や石鏃、石錘などが出土した。
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